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1

,
,
v
f

'：,, 
レ ■レ

七
，

1
八

錄

寬
治
三
.

i
H
-

月
十
日
に
な̂
' 

. 

'

:
陸
奥
前
同
義
家
事
被
定
委
不
聞
追
可
_
鳅(

前

書)

、 

と
己
れ
1C
ょ
れ
ば
亂
後
一
年
に

し

て

*

件
の
眞̂

は

京 

都
に
不
明
と
の
意
で
あ
る
好
、
そ
れ
？
國
司
と
し
て
の 

.義
家
に
^
疋
の
あ
つ
fc
こ
と
を
意
味
す
る
於
充
分
の
鞒 

究
を
喪
ず
る
所
で
あ
る
。
寬
治
元
年
十
月
.義
家
は
淸
原 

氏
追
#
0
'國
解
を
進
匕
女
計6
セ
あ
る
に
す
ぐ
翌
年
茈 

月
に
は
藤
原
某
家
は
陸
奥
國
司
に
任
せ
ら
れ

.て
ゐ
る
。
 

國

司

と

し

，て

義

康

«

事
務
引
繼
げs

i
ま
名
なS

中U

 

.«

.家
任
^

^
事
と
は
不
思
議
で*
る
と
見
ぇ
、
織
原
宗 

思
は
こ
の
事
件
に
つ
き
藎
有
敌
領
i
か&

て
ゐ
る
、
義 

家
は
疑
問
の
人
で
あ
つ
お
の
で
あ
る
。

.水
長
元
年
十11 

月
に
な
6
宗
忠
の
記
事
中
左
記
の
記
事
は
。
パ

_

砂
金
鑛
入
所
先
例
下®
而
近
日
金
不
候
云
々
如
何
、 

仰
云
前
陸
奥
守
義
家
朝
毘
砂
金
未
進
云
々
，

翌
ニ
年
三
月
二
日
二
十
五
日
の
條
に 

前
陸
奥
守
義
家
合
戰
之
間
不
貢
金
、 

ヒ
れ
後
三
年
役
の
後
九
年
以
後
の
記
事
で
ぁ
る

。

n

, 

' 九11

に
義
家
の
未
功
課
な
る
に
次
の
國
司
の
任

#

あ
6
把
•る 

を
怪
し
み
、
師
通
記
は
義
家
の
奥
州
に
於
け
る
舉
動
に 

絕
ぇ
ず
不
思
議
を
抱
ケ
て
ゐ
る
點
を
結
合
し
て
考
へ
て 

j

見V

ぢ
義
家
の
貢
金
せ
次
る
こ
と
は
疑
の
餘
地
あ
る
と 

\

思
：ふ
。
斌
將̂

る
義
家
^

*
人
は
肢
威
さ
れ
て
ゐ
る
け 

\

れ
ど
ぢ
經
濟
史±
よ
4

.
n
0亂
を
見
.̂
滕
は
却
.つ
.<,
典 

\

あ
石
i
思

ふ
.0

否
戰
爭
話
？
必
宴
で
あ
ら
ぅ
け
れ
ど
名 

™

歷
史
の
興
の
意
味
よ6
よ

く

，は

後

者
.に
あ
る
と
思
务o 

\

前
九
年
役
な
る
洛
稱
％
不4绿
や
あ

み

、

後
三
年
役
f
cつ 

一

s

て
の
年
月
に
？
誤6
あ
.る
け
れ
ど
？
今
は
之
れ
を
略 

|

爹

る

。:前
九
後
.

一 :

ニ
年
雨
方
を
混
同
し
ズ
かstc
の
は
經 

濟
史
上
よ
6
は
區
別
の
必
要
は
な
い*>
ら
で
あ
る
。
與 

j

州
藤
原
氏
の
こ
と
を
つ
け
加
へ
杧
の
は
土
地
制
に
つ
い 

r
、v

藤
原
の
方
材
料
多
い
の
と
、
淸
原
槠
代
と
藤
原
辟
代 

|
に
土
地
制
に
變
化
に
大
差
な

S

か
ら
で
あ
る
。
源
賴
朝 

一
财
奥
州
從
伐
を
し*
理

由

の
1
面
名
奥
州
の
富
源
と
云 

ふ
？

J
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

:

和

蘭

に

於

け

る

勞

働

者V

運

動

(

其

1
)

'
:

' :

大

’矢

知

豸

本
篇
は
和
蘭
經
濟
學
者
と
し
て
令
名
あ
る
9
1玲
0

蒙

A
.
v
a
a

 M
a
n
e
n

 

氏
^「

シ
■ユ
乇
1

ラ
ー」

敎

授

の

虫

宰

せ

るJalirbuch ffir 

Gesetzge

丨 

b
m
g
,

 

y(t
>コ
^

J
^
l
oc
l
d
.<l
o
^
^
^
^
w
o
J
^

cf
*m

 .Beutschen n
e
i
c
h

o-s 
に
寄 

せ
把
)5
論
文 

OTtande 

d'n
>*-
Jniederlpndisclle Arbeitst

fo
名 egtm 
叫 

の
大
澈
を
課
出
せ
し8

の

な

：
^

 o

第1

節
勞
働
組
合

1

、
歴
史
、
統1

的
特
徵
を
缺
げ
る
和
蘭
勞
働
組
合
の 

發
達
に
就
きV

見
る
に
十
九®
紀
の
前
半
期
に
考

S

て 

は
社
會
的
政
治
的
運
動
の
勞
働
者
に
與
へ
し
影
響
の
見 

石
べ
き
名
の
な
く
、
越
え
て
.

1

八
七
，〇
年
頃
に
至6
て 

始
め
て
微
II
な
る
«
體
的
精
神
の
館
茅
を
見.る
に
至
6 

杧
る
於
、
t
は
政
治
土
の
事
變
に
よ̂
v
y
K!c
長
足
の 

進
步
を
爲
し̂

'

加̂
夯
る
に
世
界
に
，共
通
な
る
思
想
' 

?
此
精
神
の
旃
芽
と
共
に
影
の
體
に
伴
ふ
於
如
く
起

る

に
至
れ
6
。
ロ
へ
和
蘭

勞
§

%

運
動
に
は
其
初
期
に
當A
s 

V

階
級
爭
鬪
«
る
觀
念
は
毫
？
！

I

む

る
C

と
能
は
3'
'

6
 

し
な
6
。
次
で
一
八
七.ニ
年
の
會
議
の
結
了
後
始
め
< 

j

小
同
業
組
合(

勞
働
組
合)

の成立を見かく

v
 

一
八
七
〇
年
以
後
は
勞
働
組
合
の
.數
は
漸
次
增
加
せ
し 

於

、
而
か
名
專
制
的
精
神
は
依
然
と
し
て
画
體
を
支

®! 

.
し
、
其
»
務
に
關
し
て
名
企
業
家
、
勞
働
者
共
に
其
れ 

\
.

に
加
れ
6

0
當
滕
旭
日
東
天
の
勢
を
以
つ
て
發
展
し
つ 

一
 

>

ぁ
6

•し
自
由
主
義
的
組
合
は
甚
だ
勞
働
者
に
同
情

e
 

一
有
せ
し
か
ば
共
同
團
體
ヘ
.
勞
ii
者
住
宅
の.改
级
、
銀
行 

j

制
度
等
に
關
し
て
種
々
の.建
言
を
呈
せ6
。
3
れ
ど
企 

業
家(die H

e
r
r
e
n
)

 
'
の
勢
ガ
呔
未
だ
究
全!c
,a
'V
J
S
tす
る 

能
は
次
る
此
運
動
に

一

大
痛
棒
を
與
ふ
る

U

至
れ
6
0 

要
之
該
運
動
の
歷
史
は
勞
働
階
級
の
.歷
史
と
云
ふ4
と 

\

能
妹
梦
。
寧
ろ
各
個
人.の
歷
史
と
云
ふ
を
可
と
せ
ん
9
,
“

.

如
此
は
同
蘭
、が
經
濟
狀8
に
於
い
<
幼
稚
な
る
於
爲
め 

に
組
合
を
組
織
す
る
：
^
と
能
は
3'
'

6
し
名
、
而
於
名
有 

力
な
る
人
物
は
次
で
輩
出
す
る
に
至
れ
6
。



ニ
、
自
由
主
義
的
組
合
、

印
刷
業
者
は
獨
乙
の
同
業 

者
.に
見
^
る
が
如
く
、
：
最1初
に
善
^
な
る
組
織
を
形
成 

し
莨
に
相
集6

<
國
家
的
組
合
を
組
織
す
る
に
至
6
し 

な
ぅ
。
次
是
煙
寧f

者
、
家
具
指
物
師
、
饊
具
指
物
師
一 

0
組
合
踵
を
次
で
起̂

6
。
其
目
的
と
す
る
所
は
勞
銀 

の
高
下
を
爭
ふ
於
如
き
口
腹
の
問
題
に
あ
ら
#

し
て

、
：j 

世
人
の
尊
敬
を
得
んi
す
る
に
あ
6
し
な
6
、
而
し
て 

其
步
調
は
漸
次
鞏
固
土̂
6
、
斯

く
rc
r
八
七1

年
に 

全
*

8

^
組̂

合
0
€
”と
呀
1
1
1
€
3
6 

!Ned. w
e
k
i
i
e
d
s

 

j 

V
e
r
b
o
n
d
}

な
る
比
較
的
大
な
る
地
方
的
團
體
の
創
設 

を
見
る
に
至
れ6
。
而
し
て
其
主
義
主
張
は
極
端
に
馳 

せ
す
しy

、
其
目
的
と
す
る
所
は
食
料
品
の
輸
入
關
稅 

撤
廢
、.
.收
入
及
財
產
に
比
例
す
る
租
税
の
賦
課
、
勞

働

：： 

者
保
謹
法
、
國
民
敎
育
、
勞
働
會
議
所
、
普
通
選
擧
等 

1C
し
て
、
是
れ
に
よ
ら
て
勞
働
者
階
級
其
者
の
生
活
狀

| 

態
の
向
上
を
計
ら
ん
と
せ
る
な
ら
。
尙

是

等

の

勞

働

者

. 

は
政
治
上
に
於

s
y

は
同
一
權
カ
を
有
し
差
別
を
許
^
:

ず
、
皆

居

氏
0.
說
く
所
に
ょ
れ
ば
勞
働
組
<
ロ

 

(
D
i
e

W
e
r
k
H
e
d
e
n

 v
e
r
b
o
n
d
)

 

’は
當
脖
辟
：

§

け
る
自
由
黨
の 

指
導
の
下
に
常
に
隸
屬
せ̂̂
と
云
ふ
。一

九
o 
ニ
一
年
迄 

は
此
駔
合
は
中
立
的
態
度
を
持
し
*

6
し

'が
遂
に
は
自 

由
民
主
主
義
的
の
見
解
を
有
す
る
と
し
て
知
ら
る
、
に 

至
れ
A
。
然
れ
ど
ぢ
未
だ
自
由
民
主
黨
と
政
治
的
に
結

. 

合
す
る
こ
と
な
かA
y

^

o

但
此
組
合
名
其1-
1
的
の
多
岐 

多
様
な
6
し
爲
め
、t
れ
舣
維
持
.の
困
難
に
な6
、
直 

ち
に
短
日
月
の.間
に
崩
潰
の
不
幸

U

遡
遇
せ
6
。

三
、
カ

ル
ビ
、\
新
敎
組
合
、

ー

.八
七
六
年
、

\
«艮

1 

p
a
t
r
i
m
o
n
i
u
m
.

な
る
組
合
組
織
せ
ら
る、
や
、
纖
悔 

派
$
此
運
動
に
加
れ6
、
.
而
しV

是
れ
が
目
的
と
す
る 

所
は
勞
働
者
の■*
合
に
ょ
6

V
社
會
に
基
督
敎
的
根
柢 

を
深
く
し
、
且
つ
國
立
圓
書
館
の
設
立
、
手

H

業
者
の 

敎
育
、.保
«
基
金
の
設
立
、
日
曜
休
日
制
度
の
設
立
等 

に
し
<
其
思
想
は

「

カ
ル
ビX

」

の
敎
ょ
6
其
»
芽
を
發 

せ
し
$
の
な
6
と
す
。
而
し
て
一
九
〇

一
年
に
至
6

て 

個
々
分
離
せ
.る
基
督
敎
の
勞
働
組
合
を
合
し
ズ
基
督
敎 

勞
_

1»
書

局(christeiyke Arbeidssecretariaat)

の

設
立
を
見4^

0
、

其
主
な
る
任
務
を
以
て
勞
銀
の
増
加 

に
あ
6
と
な
せ
6
。

四
、
，社#
民
主
的
組
合、

•一
 

七
七
八
年
に
社
會
民
主 

的
組
合
な
る
一
小
團
體
に
發
生
せ
6
、
そ
は(G

a
t
h
a
e
r

 

?
3
2这
3
且

と
«
づ
け
ら
る
、
其
初
期
に
於

S

て
は
勢 

力
頗
る
薄
弱
な6
し

と

雖

名「

ル
！
ソ
ー
派」

の
牧
師 

D
o
m
e
i
a

 N

o-u
w
e
n
h
u
i
s

の
下
に
於
い
て
勢
力
を
増
加
し 

て
溫
和
な
る
勞
働
組
合

(
w
e
r
k
i
i
e
d
e
n
)

及一

»:
の
宗
敎 

的
組
侖
.7<
:
る
こPa

t
r
i
m
o
n
i
u
m

 

:と
#
立
し
て
當
滕
の
天 

下
を
三
分
しV、

以
つ
て
覇
を一

方
に
_

へ
杧
6
。
勞 

^

^
■■
h
)̂
.
!窗̂
は
it
e
見
'し
r
な
る
^

p

、
そ
«
組
織
的
に
.
^
 ̂

行
せ
ら
れ
し̂
P
0に
あ
ら
ず
、
又
以
其
結
果
の
.14
«
な 

-ら
次
6
し
は
;#
知
る
所
^

6
。
尙
ほ
和
蘭
齚
會
民
主
的 

組
<
ロ
は
其
目
的
を
識#
主
義
と
な
せ6
。
斯
く V

0
0
- 

m
e
I
a
K
i
e
u
w
e
n
h
u
i
s
»

^

」

间
議
會
に
题
擧
せ
ら
れ̂
6
。 

其
後T.

八
九
七
年
に
第.

1.1

の
社
會
主
義
者»
議
舍
に
.送 

ら
れ
杧
6

、

一
九一

ニ
年
に
於S

て
は
其
數
七
人
に
達 

せ

々
。
-
-

._ 
一
 

.

.

. 

_ 

•

.

五
、
無
政
府
的
組
合
、

社
會
民
主
的
組
合
の
內
部
に 

於
い
て
«
無
政
府
主
義
《
漸
.次
カ
を
得
て
遂
に
内
訌
を 

惹
起
し
一
八
九
四
年
に
は
金
く
分
離
す
る
に
至

6

て
此 
\

處
に「

マ
ル
ク
ス
主
義

」

を
泰
少
る
組
合
の
設
立
を
見
る 

一
に
至
れ

-
。̂
同
組
合
に
は
知
名
の
士
多
&

6
き
。
尙
社
會 

民
主
的
組
合
沢
根
柢
と
せ
る
名
の
に

B
estunrdersbon- 

| 

d
e
n

あ
ろ
、

己
は
地
方
的
組
合
の
»

合
に
し
て
一
九
〇 

一
六
牢
に
は
此
組
合
發
達
の
結
果
、
中
央
集
權
的
な
る
和 

j

蘭
勞
働
組
合
の
設
立
を
？
Tl
i成
せ
し
め
^

六
、
舊
敎
組
合
、

1'

八
八
八
年
二
三
の
同
主
義
の
組 

合
の
設
a
を
見
把
6
。
而
し
て

「

ツ
尤
ン
テ

」

に
於
け
る 

\

織
物
勞
働
者
よ6
成

る

舊

敎

的

組

合

，'ullitas "

の
如 

一

き
«
多
數
の
新
敎
信
彦
を
含
め6
。
其
後
此
組
合
は
其 

勢
力
を
增
し
、
殊
に
最
近
に
於

S

て
强
大
な
る
進
步
を 

\

遂
げ
今
や
新
舊
兩
敎
を
合
し
て
一
の
B
民
が
組
合
を
組 

織
せ
6
" 

v

^

i
 

j

九 

一
ニ
年
に
設
立
の
述
に
至6
杧 

る
基
督
数
.全
.國
聯
合
龃
合
也
。.然

れ

ど

名1

九

1
I I

伊
 

£
於
け
る
舊
敎
：
0'
.禁
令
«
新
敎
信
者
^
し
て
此
龃
存
怒
：



離

脱

せ

し

む

る

のJf
c

o
を

得
^
る

に

至

ら

し

め̂

6
。

七

、
和

肇

新

主

義

的

組

合

、

分

製

の

勢

は

今

尙

熾

な
6
、
卽「

カ

ル

ビ

ン

新

敎

」

な

る

^at
r
i
m
o
n
i
u
m

こ
組
合

以

外

に

第1

一
次
基
督
敎
的
組
合
な
る
基
督
敎
的
國
民
勞 

姐

合 f d
e
r

 c
h
H
s
t
e
l
y
k

 Nationale w
e
r
k
m
a
n
u
s
-

.
b
o
n
d
)
»
l

八

九

〇

年

に

其

設

立

を

見

^
^

N。

其

組

合

の

目

的

と

す

る

所

は

政

治

的

社

會

的

の

活

動

を

捨

て

\

一

馨

心

基

金

^

制̂
度
に
ょ
^
て
篇
者
の
力
の
增

加
を
ft
ら
ん
と
す
る̂p

の
^

6

1
:
於
妓
.「

ハ
ト
リ
モ ̂

ゥ
ム」

組
合
は
再
びa

#
力
の
失
墜
を
見
る
に
至6
杧
一 

6

0
此
革
新
主
義
的
組
合
と
新
革
新
力
ル
ビ
ン
新
敎
々

j 

會
組
合
と
の
反
目
益
大
と
な
6
て
雨
者
の
懸
隔
は
著
し

.
| 

く
な
れ
6
、
此
組
合
員
は
目
下
和
蘭
革
新
寺
院
よ
6
成

.j

八
、

ル
上
ァ
ル‘新
敎
的
組
合
、

應
近
に
於
て

「

和
蘭
新 

敎
的
^

^
組
合」

な
る
名
の
、
現
出
を
見
る
に
至
れ
6

。
.

九
、
其
他
の
諸
團
體
、

±
述
の
諸
關
體
の
外
に
幾
多 

獨
立
せ
る
勞
働
組
合
あ
る
名
皆
多
少
其
維
持
に
困
難
を 威

匕
っ
、
ぁ
る
狀
態
に
ぁ6
。

十
、
國
民
隊
t

、
/
' 
地
方
的 Be

s
t
n
u
r
d
e
r
s
b
§

d
e
n

^)4

 

に
七
個
の
國
民
的
組
合
ぁ6
'°

一
一
、和蘭勞働

_
書
局(

無
政
府
主
義)

\ 

.ニ
、
和
蘭
勞
働
組
合
聯
合
會

(

社
會
民
主
主
義

)

'

|

三
、
基
督
敎
勞
働
藤
書
局

(

ヵ
ル
ビ
ン
新
敎
組
合

)

其 

，名
稱
の
み
存
す
る
に
過
ぎ
ず
。

四
、
中
央
勞
働
組
合

(

舊
敎)

五
、
基
督
敎
全
國
勞
働
組
合

(

«*
敎
及
新
敎
の
浪
合}

六
、

運
輸
業
勞
働
者
の
全國
聯
合

(

こ
は
一
九
〇六 

年y

於
け
る
蓄
會
饑
の
.結
了
後
設
立
の
運
に
至 

•り

し

な(

中
立
'派)

七
、
和
蘭
中
立
勞
働
組

<

ロ
聯
合
重
.

1

九一

ニ
設
立) 

是
等
多
數
の
組
合
は
再
ぴ
地
方
的
組
合
及
_
書
局
を
有 

し
、
各
自
嚴
密
な
る
枇
評
を
爲
し
つ
、

る
&
好
な
6
、
フ
ァ‘

v

ベ
ルj

氏
の
明
言
せ
し
奴
如
く
和
蘭 

の
如
く
種
々
多
欉
な
る
勞
働
組
合
を
有
ず
る
國
は
曾
て 

見
次
る
所
杧
ろ
、
萁
要
を
列
擧
せ
ん
が
次
の
如
し
、

「

近

li
t(

.社
會
民
主
々
義

)

組
合」

以
外
に
中
立
、
非
社
會
民 

主
的
組
合
、
親
睦
的
組
合
、
カ
ル
ビ
ン
組
合
、

H
民
基 

督
敎
、
舊
敎
ヽ
舊
敎
新
敎
の
浪
合
體
、
新
敎
、
獨
立
無
政
府 

同
業
組
合
、
同
業
組
合
.‘
勞
働
鱗
書
局
及
主
な
る
組
合 

に
合
併
せ
し
む
る
事
頗
る®
難
な
るi

一
三
の
同
業
組
合 

會
等
の
數
種
な6
。
此
各
組
合
軚
各
自
非
常
に
多 

數
な
る
分
課
的
組
織
、
年
報
、
報
告
所
、
補

®
基
金
、
通 

信
1

な
ど
あ
ろ
。
然
れ
ど
名
此
分
課
は
組
合
の
勢
力 

を
を
ぐ
事
大
な
れ
ば
爲
め
に
成
功
を
齋
す
乙
と
困
難
な 

6

0
其
れ
若
し
吾
人
に
し

V
、

此
組
合
の
九
割
芄
分" 

無

力

な

る

事

を

知

ら

ば

自

ら

失

望

の

念

の

を

制

せ

. 

ん
i
しV

制
す
る
能
は
梦

」

と
是
れ
同
國
の
勞
働
組
合.
 

の
眞
狀
を
語
る
？

の
か
。

十
一
、
企
業K

ロ
、
企
業
家
に
於

s

て
名
勞
働
者u 

見
^
る
财
如
き
傾
向
著
し
く
、
卽
政
治
上
の
意
見
、
信 

仰
上
の
相
違
に
從.つV

相
分
離
し
、
相
互
自
立
せ6
。
.
 

而
しV

I

九
〇
九
年
に
於s

i
三
四
の
組
合
の
設
立 

を
見
祀
る
名
の
な6
。
又
實
際
の
举
闘
を
目
的
と
す
る

所
は
勞
働
者
と
企
業
家
と
の
學
闘
の
豫
防
及
举
國
上

-
 ̂

來
る
結
果
の
救
濟
を
速

&

な
ら
し
め
ん
に
あ6
0 
:而
し 

て
此
組
合
は
皆
最
近
に
課
立
を
見
祀
る

名

の
な
6
。
叉 

實
際
め
爭
鬪
を0
的
と
ず
る
企
業
家
組<ロ
は
八
個
あ6 

其
中
の
六
個
は
大
都
會
に
あ
.6
。
他
の
種
々
な
る
企
業 

家
の
組
合
あ
る
名
其
任
務
と
す
る
處
は
他
に
存
せ

6
0 

51
社
會
問
題
の
拼
究
を
目
的
と
す
る
組
合
存
せ

6
。

こ 

は
企
業
家
聯
合
な
る
名
あ6
。
而
し
て
其
紐
合
は
一
七 

1
1

の
組
合
企
業
家
ょ6
な
6
、
.其
大
多
數
は
大
企
業
家 

なC
N

と
す
。

十
二
、
勞
働
運
動
の
現
狀
、
.
I

g
ff
i

A

ロ

の

現
狀
に
關
し 

て
上
に
述
べ
把
る
所
は
槪
括
的
大
體
諭
に
し

V
、

.
1

九 

0
七
年
以
後
の
和
蘭
に
於
け
る
^

®
働
組
合
の
統
訐
を.
 

荒
集
ず
る
に
當6
て
信
賴
す
る
に.足
ら
3'
'
る

報

告

を

舍
 

む
'

S

故
に
、
其
現
狀
如
何
を
確
實
に
確
答
す
る
事
能
は 

^
る
な
-

CV3

故
に
其
支
出
高
、
收
入
高
如
何
に
關
す
る
一 

覽
表
の
如
き
は
信
賴
ず
る
に
足
ち
す

——

卽
此
等
.

S

事 

物
に
.
_
す
る
確
質
な
る
材
料
を
缺
ぐ
於
故
に
其
棚
紛
基



金
0
現
狀
、
效
果
如
何.の
：事
實
m
集
は
頗
る
困
難
也
デ 

十
三
'
補
鉛
基
金
、
挪
絡
基
金
制
度
は
各
1

組
合
に
‘ 

觸
す
る
努
働
者
を
し

V
、

其
組
合
に
對
し
て
組
合
を
愛 

す
る
の
精
神
を̂I

I
し
、
遂
に
は
其
龃
合
の
存
續
を
保 

fc
し
む
る
の
良
策
な-
o
i見

做

る

、

に

至

れ

-
^
。
紙

れ
 

ど
0
此
制
度
が
保
險
技
術
上
ょ6
見
て
多
少
有
效
な

fQ 

や
否
や
に
關
し
て
疑
の
存
す
る
所
な
6
、
其
然
る
所
以 

»
大
な
る
分
岐
は
保
險.の
第
一
®

#

i

^

p
沄
ふ
べ
き
危 

險
を
大
範
圍
の
上f
e轉
嫁
負
檐
せ
し
む
る
の
條
件
を
失 

ふ
^
故
な
6
0

立
法
上
及
金
鐵
上
の
確
實
强
固
の
缺
乏

(

こ
は
i

#
 

働
紐
合
に
と6
て
？
同
欉
の
適
用
を
見
る
事
を
得

)
B
. 

保
險
技
術
者
を
し
<
勞
働
組
合
の
保
險
に
關
し
て
熱
心 

な
る
留
.心
を
拂
は
し
む
る
事
を
阻
害
す
る
名
の
あ
る
事 

は
組
織
の
善
良
を
誇
る
英&
の
^
§
組
合
.に
於S

て
名 

屢
見
る
所
杧
ろ0
其
結
果
如
何
と
云
ふ
に
此i

組
合 

の
損
害
賠
償
制
度
及#
助
制
度
は
何
等
保
險
^
術
上の 

基
礎
を
有
せ
^
。
其
良
好
な
る
場
合
を
想
像
す
る
令
組 合

員
似
勞
働
に
從
事
す
る
槠
に
の
み
利
益
を
搿
し
來
る 

に
過
ぎ
^
る
な
6
。
而
し
て
朱
だ
曾
で
確
實
な
る
許
*' 

を
爲
^
ん
财
爲
め
に
必
要
な
る
事
實
を
盤
集
せ
し
事
は 

j

聞
か
次
る
所
な6
。

し

か

の

み

な

ら

^

組

合

員

の

平

均
 

一
年
齢
、
將
種
な
る
死

£
率
、
職
業
別
に
よ
る
痕
病
率
の 

j

如
き
®
要
な
る
問
題
を
知
ら̂
る
事
未
^
是
れ
?>
ら
S'
' 

る
也
？
補
給
基
金
制
度
は
大
多
數
の
和
蘭
^

*

組
合
に 

其
必
要
を
見
る
所
な_
6°
只

失

業

勞

働

者

^

^

法

は

非
 

\

常
な
る
進
难
を
見
杧
ろ
。
而
し
て
是
れ
と
同
滕

1C1

方 

|

1C
於S

てG
e
u
t
e
r

 S
y
s
t
e
m

に
よ

6

<
達
せ
ら
れ
^
る 

共
同
補
助
制
度
は
其
事
務
の
執
行
宜
し
き
を
得
杧
る
と 

其
記
帳
の
精
確
な
る
故
を
以
つ
て
終
に
將
別
な
る
補
給

. 

基
金
制
度
を
有
す
る
に
至
れ
ろ
。
尙
ほ

 

一
iL
o
九
年
に 

ニ
1
九
ニ
の
組
合
の
設
立
を
見
允
6
。
而
し
て
其
中0 

\

一
 

四
六
八
の
分
派
を
有
す
る

1
1

三
の
組
合
及
七
ニ
四 

,

の
獨
立
組
合»
其
組
<
ロ
員
の
數
1
四
五
、
〇
0
〇
に
達 

せ
6
.而

し

て

其1

一
一
一
一
の
組
合
に
關
し
て
左

U

論

述

せ

y

疾
病
補
給
迤
金(

K
r
a
u
k
e
n
t
s
e
>

 

I 

二
四
組
合 

保
臉(

く o
r
s
i
c
h
e
r
s
g

 

l

o

ot>r
b
e
i
t
l
o
s
i
g
l
c
c
i
t
)】
11ー

組
合 

C

其
後
其
數
非
常
に
增
加
せ
し
な
ち
ん〕

.
,旅
贤(

<|
'

|
矿
|

レ 

1〇
組
合 

* 1

.般
保
談
趣
^(Allgemeiner 

unijersstllgsfon 

へ

1)
-

四
組
合 

埋
雜
资
金
9
£歡

{
^
5
£§£ 

1

〇
組
合
. 

老
年 ^

M
C
A
I

s-r v
e
r
s
i
c
h
e
i
g
)

 

1

一
組
合 

災
―
保
臉(

u
n
f
^
v
e
r
s
i
c
h
e
n
m
g
)

 

八
組
合 

媒
婦
及
孤
兒
资
金
0
<1
.̂
'
き
3
/
-
自
{
1

.waiseufonds〕 

三
組
合 

M

^

^

^

(

^
o?
C
I
l
u
e
r
i
l
m
e
n
f
o
n
d

)

. 

1

組
合

娃
等
の
相
互
的
保
險
は
究
成
せ
-
0,
と

見

る

こ

と

能

は

3'
'

r
Q
&
o

財
囊
未
だ
存
せ
次
る
場
合 

同
盟
.揺エ

次 

同
盟
馏
ェ
の
數

十
四
、
勞
銀
爭
闘
、

に
は
先
づ
勞
働
組
合
の
任
務
と
し
て
指
を
勞
銀
爭
闘
の 

範
1I
U
染
：§
次
る
べ
か
ら

ヤc
iな

0̂
0

(

註
一
：若
し
吾
人 

に
しV

最
近
十
二
年
間
に
惹
起
せ
る
事
實
を
觀
察
せ
ん 

&

其
同
盟
羅
エ
每
に
是
れ
に
加
は
る
人
々
、

.に
#

^

發 

的
な
る
增
铖
を
見
る
ベ

し

。

S

一一)

然
れ
ど
ぢ
其
同
盟 

揺H

の
數
は
決
し
て
減
せ
し
？
の
に
あ
ら
次
る
な

6
。 

同
盟
罷
エ
の
戴
如
何
に
關
し
て
は
銃
計
は
何
等
の
秩 

序
的
運
動
を
知
ら
し
め
梦:0
.飲
に
其
結
論
を
得
ん
と
す 

る
は
至
_
の
事
な
.
6。
然
れ
ど
％
其
事
實
の
示
す
所
に 

據
れ
ば
同
盟
褪

H

は
小
企
業
に
行
は
る
、
名
の
に
し
.て 

大
同
1

エ
は
十
年
間
未
だ
見
次
る
所
杧
6
0

七
mh* I— ——%
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一

九
0

九)(

^
£3
^
ぼ
0

矿
1

9 ?vaulie6 Central B
u
r
e
a
u

 v
a
n
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e

 Statistiek, 27.Febroar 1909.
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独
ニ 3

同
J 
報C

l

九 

d 1
)Maandscllri£t usw., 3

1

 J
a
u
n
a
r

 1911. id. v
o
^
1
2
1
2
,

 1
9
1
3
,

.勞
銀
爭
鬪
に
於

S

て
^
果
を
If
し
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